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美入野会会長　佐 藤  良 吉（65期）美入野会会長　佐 藤  良 吉（65期）

　美入野会会員の皆様には、益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。
　併せて、平素より本会活動に格別のご理解とご協力を賜り、心から感謝申し上げます。
　さて、母校では２月に国内大学の留学生 5 名を招いて３日間の日程で、英語でのプレゼン
等を学ぶとともに、留学生との交流を図るなど、国際交流研修を行ったそうです。その経費
の一部に本会からの助成金が活用されたとして、参加した複数の生徒から、成果と前向きな
姿勢が綴られた礼状が届きました。
　本会の目的を「会員相互の親睦と交流・母校の教育発展に寄与すること」と会則に謳って
いることから、昨年度から母校へ使途を制限せずに一定額を助成しています。今後も継続し
て参りたいと考えておりますので、会員皆様のご理解・ご協力をよろしくお願いいたします。
　また、各種全国大会で優秀な成績を修めた生徒に栄光を讃えて図書券を贈呈しました。
　会員の皆様には、大きな可能性を孕んでいる母校の生徒たちを温かく見守って頂きたいと
願いつつ、今後ともよろしくお願い申し上げご挨拶といたします。
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令
和
５
年
度
横
手
高
等
学
校
美
入
野
会
総

会
が
９
月
２
日（
土
）、松
與
会
館
を
会
場
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
員
82
名
が
参
加
し
、

今
回
は
65
期
、
75
期
、
85
期
、
95
期
が
当
番

幹
事
と
な
り
、
渡
部
尚
男
氏（
75
期
）の
司
会

に
よ
り
進
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
事
で
は
冨
樫
義
明
氏（
65
期
）が
議
長
を

務
め
、
会
員
の
皆
様

か
ら
貴
重
な
ご
意
見

を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
令
和
４
年
度
事

業
報
告
・
収
支
決
算
、

令
和
５
年
度
事
業
計

画
・
収
支
予
算
が
い

ず
れ
も
可
決
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

役
員
改
選
で
は
髙

久
臣
一
副
会
長
（
56

期
）、
伊
藤
隆
章
副

会
長
（
65
期
）
が
退

任
し
、
新
副
会
長
に

佐
藤
雅
俊
氏（
66
期
）

東
海
林
洋
氏（
70
期
）

が
新
た
に
就
任
し
ま

し
た
。

　

総
会
終
了
後
に
行

わ
れ
た
「
校
友
の
集

い
」
が
堀
江
徳
美
氏

（
85
期
）
の
進
行
で

開
催
さ
れ
、 

美
入
野

会
旗
が
来
年
度
の
当

◆令和５年度　収支予算
     令和5年8月1日～令和6年7月31日

◆令和４年度　収支決算
     令和4年8月1日～令和5年7月31日

科　 目
入 会 金
繰 越 金
年 会 費
寄 附 金
雑 収 入
合　 計

科　 目
入 会 金
繰 越 金
年 会 費
寄 附 金
雑 収 入
合　 計

科　 目
事 業 費
会 議 費
活動支援金
交 通 費
入会式費
管 理 費
事務局費
事 務 費
雑 費
積 立 金
予 備 費
合　 計

科　 目
事 業 費
会 議 費
活動支援金
交 通 費
入会式費
管 理 費
事務局費
事 務 費
雑 費
積 立 金
予 備 費
合　 計

◎収入の部◎収入の部

◎支出の部◎支出の部

（単位：円）（単位：円）

（単位：円）（単位：円）

本年度予算額
1,807,200
2,868,398
3,000,000
5,000
402

7,681,000

当初予算額
1,778,400
4,464,541
3,000,000
5,000
2,059

9,250,000

本年度予算額
3,000,000
264,000
580,000
350,000
420,000
200,000
600,000
270,000
200,000
750,000
1,047,000
7,681,000

当初予算額
3,000,000
550,000
580,000
300,000
500,000
300,000
600,000
500,000
150,000
750,000
2,020,000
9,250,000

前年度予算額
1,778,400
4,464,541
3,000,000
5,000
2,059

9,250,000

決　算　額
1,692,000
4,464,541
2,694,000
97,432
274,028
9,222,001

前年度予算額
3,000,000
550,000
580,000
300,000
500,000
300,000
600,000
500,000
150,000
750,000
2,020,000
9,250,000

決　算　額
2,984,904
101,230
460,000
274,387
400,598
150,235
600,000
301,606
146,300
750,000
184,343
6,353,603

美入野会周年記念事業基金現在高
  基金現在高　　合　計　10,911,440円
美入野会周年記念事業積立金現在高
積立現在高　　合　計　4,963,000円

アーカイブ事業積立金現在高
積立現在高　　合　計　 250,000円

令和5年7月31日現在 （周年記念事業積立金内訳）
◎美入野会積立金　

◎ＰＴＡ積立金　　

   令和2年度　 500,000円
   令和3年度　 500,000円
   令和4年度　 500,000円
   令和元年度　　700,000円
   令和2年度　 698,000円
   令和3年度　 696,000円
   令和4年度　 696,000円
   令和5年度　 673,000円

▲「校友の集い」
司会の堀江氏 ▲冨樫議長 ▲総会司会の渡部氏

▲美入野会旗の引継ぎ

▲「移りゆく学び舎」映像と写真を上映

▲親交を深めた懇親会

※総会議事詳細（総会資料）及び
　　　　当日画像はこちらから▶

番
幹
事
の
66
期
代
表
へ
引

継
が
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
「
移
り
ゆ
く
学

び
舎
〜
追
憶
か
ら
未
来
へ

〜
」
と
題
し
て
、
赤
川
千

賀
子
副
会
長
（
79
期
）
の

解
説
で
、
旧
校
舎
か
ら
新

校
舎
へ
の
変
遷
を
辿
り
、

母
校
の
趨
勢
に
想
い
を
馳

せ
ま
し
た
。

　

こ
の
後
懇
親
会
が
開
催

さ
れ
、
同
窓
生
の
皆
さ
ん

と
久
し
ぶ
り
に
親
交
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

役　　職
会　   長
名誉会長
副 会 長
副 会 長
副 会 長
副 会 長
副 会 長
副 会 長
副 会 長
副 会 長
副 会 長
監　　事
監　　事
事務局長

期
65
79
66
66
70
70
75
76
79
81
83
72
78
72

氏　　　名
佐  藤　良  吉 
佐  藤　真  之
阿  部　和  夫
佐  藤　雅  俊
長  井　　  健
東海林　　洋
小  西  亨一郎
挽  野　実  之
赤  川  千賀子
下タ村  正  樹
松  田　圭  司
若  林　幸  夫
飼  田　一  之
長谷山  達  夫

住　所
横手市
大仙市
湯沢市
大仙市
横手市
湯沢市
大仙市
大仙市
横手市
横手市
湯沢市
横手市
横手市
横手市

備　　考

学校長
財務委員長
新任・財務副委員長
総務委員長
新任・総務副委員長
事業委員長
広報委員長
広報副委員長
事業副委員長
財務副委員長

令和5年度・6年度　横手高等学校美入野会役員
▲新任挨拶する佐藤副会長 ▲退任挨拶する伊藤副会長 ▲退任挨拶する髙久副会長
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今春の進路状況 ＝120期生大学合格状況＝
詳しい進路状況は
こちらから▶

　今春卒業した120期生の進路状況は延べ人数で、国立大学合格者120名、公立大学合格者40名、私立大学合
格者199名でした。来年度の大学入試は新学習指導要領のもとで行われるため、現課程で行われる最後の入試
となりました。120期生は、極端な安全志向に走ることなく果敢に志望校に向けてチャレンジし、国公立大学中・
後期日程まで粘り強く臨みました。
　昨年に引きつづき京都大学に２名合格したことが特筆すべき点です。卒業生の今後の活躍に期待します。
　◆国公立大の主な合格先
　　◇北海道…………1名
　　◇北海道教育……5名
　　◇弘　前…………9名
　　◇岩　手………17名
　　◇東　北…………6名
　　◇秋　田………22名
　　　（秋田医 -医…5名）
　　◇山　形…………8名
　　◇茨　城…………4名
　　◇筑　波…………2名
　　◇宇都宮…………3名
　　◇埼　玉…………4名

　◆私立大の主な合格先
　　◇東北学院…… 31名
　　◇東北福祉……12名
　　◇東北医薬………5名
　　◇日赤秋田看護…5名
　　◇国際医療福祉…10名
　　◇獨　協…………3名
　　◇麗　澤…………3名
　　◇慶　応…………1名
　　◇成　城…………3名
　　◇中　央…………6名
　　◇東京農業………5名
　　◇東　洋………10名

◇千　葉…………4名
◇電気通信………2名
◇東京学芸………1名
◇東京芸術………1名
◇新　潟………14名
◇富　山…………2名
◇金　沢…………4名
◇京　都…………2名
◇広　島…………1名
◇秋田県立………3名
◇国際教養………5名
◇都留文科………5名

◇日　本…………7名
◇日本女子体育…2名
◇法　政…………6名
◇武蔵野…………6名
◇明　治…………2名
◇明治薬科………3名
◇早稲田…………2名
◇神奈川…………3名
◇新潟医療福祉…3名
◇金沢工業………2名
◇岐阜医療科……2名
◇立命館…………3名

果敢にチャレンジ！京大２名合格

　

美
入
野
会
で
は
全
国
大
会
で
優
勝
、
準
優
勝
を
修
め
た
生
徒
に
、

そ
の
栄
誉
を
讃
え
、
御
祝
と
し
て
図
書
カ
ー
ド
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

◇
優　

勝　

小
倉
百
人
一
首
競
技
か
る
た　

　
　
　
　
　

第
45
回
全
国
高
校
選
手
権
大
会

　
　
　
　
　

個
人
戦
C
１
級　

藤 

田  

悠 

希 

さ
ん（
２
年
）

◇
準
優
勝　

全
国
高
等
学
校
定
時
制
通
信
制
体
育
大
会　

　
　
　
　
　

第
54
回
剣
道
大
会

　
　
　
　
　
　
　

男
子
個
人　

最 

上  

羽 

咲 

さ
ん（
２
年
）

◇
グ
ラ
ン
ド
プ
ラ
イ
ズ　

　
　
　
　
　

第
55
回
全
日
本
Ｅ
Ｃ
Ｃ

　
　
　
　
　

英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

　
　
　
　
　
　
　

弁
論
の
部　

永 

井  

一 

花 

さ
ん（
２
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
学
年
は
令
和
５
年
度
現
在

かるた同好会
藤田悠希さん

永井一花さん

※詳細はQRコードから
　アクセスして下さい。 

定時制剣道部
最上羽咲さん▶

▶

▶

▶

　

美
入
野
会
で
は
昨
年
度
か
ら
、
母
校
へ
使
途
を
制
限
せ
ず
に
一
定
額

の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
令
和
６
年
２
月
23
日（
木
）か
ら
25
日（
土
）

ま
で
の
３
日
間
、横
手
交
流
セ
ン
タ
ー
Ｙ２
ぷ
ら
ざ
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、

１
年
生
32
名
が
参
加
し
たGlobal Studies Program

に
、
こ
の
助
成

が
活
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
多
様
な
世
界
情
勢
の
変
化
に
対
応
で
き
る

力
を
身
に
付
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
国
内
大
学
の
留
学
生
５
名
と
講

師
１
名
、
ア
テ
ン
ド
ス
タ
ッ
フ
１
名
を
招
い
て
、
英
語
に
よ
る
意
見
交

換
と
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
実
施
し
た
も
の
で
す
。

　

終
了
後
参
加
し
た
生
徒
か
ら
美
入
野
会
に
礼
状
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。手
紙
に
は
、　
「
英
語
を
聞
き
取
る
力
と
読
解
力
の
向
上
と
と
も
に
、

以
前
よ
り
笑
顔
で
ス
ム
ー
ズ
に
他
の
人
と
意
思
疎
通
を
と
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。」「
英
語
を
使
う
こ
と
の
楽
し
さ
と
、
そ
れ

が
将
来
に
及
ぼ
す
可
能
性
を
知
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。」「
自
分
と
世

界
の
た
め
に
志
を
高
く
も
つ
こ
と
の
重
要
性
を
学
び
ま
し
た
。」
等
々
、

い
ず
れ
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
は
元
よ
り
、「
将
来
の
目
標
」や「
学

ぶ
こ
と
の
意
義
」
を
再
認
識
し
、
今
後
の
学
習
活
動
に
前
向
き
に
活
か

し
て
い
き
た
い
と
い
う
意
欲
的
な
姿
勢
が
綴
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

美
入
野
会
で
は
今
後
も
会
員
の
協
力
の
も
と
、
美
入
野
若
人
の
研
鑽

を
応
援
し
て
い
き
ま
す
。
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　青葉会は、神宮寺駅を利用する通学生だったこと
が会員資格の原則となっており、ほぼ平和中、南外中
出身者です。高校卒業後、縁あって旧神岡町、旧南
外村に居住している方も、会長の承認で会員になっ
ています。当会は 1971年に発足し、７月第１土曜日
に総会を開いて会員の交流を深め、その季節に因ん
で「青葉会」と自称するようになりました。
　約30年前は、総会出席者が40名にも達する盛況でし
たが、会員の高齢化で参加者数減少、若年会員の不
参加もあり、青葉会の存続すら危ぶまれる実情です。
　それでも佐藤俊和会長を中心に結束し、なんとか
10名以上出席の総会を継続しています。幹事・佐々
木が母校で監督を務めたフェンシング部の教え子
（インターハイ４位の名選手）が同期生を誘って参
加するなど、活性化に一役買ってくれます。
　令和５年度総会には、佐藤会長、佐藤校長が出席
くださいました。青葉会を気にかけていただきあり
がたいことで
す。
　30歳代以下
の会員を中心
にどのように
アピールし、
青葉会に足を
運んでもらえ
るか、知恵を
絞り続けなけ
ればと覚悟し
ております。

　各地域美入野会で最も小さい組織であろう十文
字町の「むつあい美入野会」（会員26名）の集いが、
令和５年７月22日（土）「ひさ方の集い」と題し睦合
の唯一の飲みどころ「酔舎」で行われました。
　参加者は佐藤会長を含め10名。今年は「同窓会
はＯＢで」という慣例を破り、現役高校１年生の
２人を特別会員として無料招待。文武両道（バス
ケットボール、フェンシング部）に励んでいる若
き熱気に触れ意義あるひとときとなりました。（特
別会員には保護者が付き添い、勿論ノーアルコー
ルでの参加。）
　ＮＨＫ秋田放送局の佐藤誠太（100期、睦合出身）
アナウンサーの当会加入を紹介。各参加者の近況報
告、顧問として三澤澄弘氏（52期）を選出しました。
　横手高校歌をそれぞれの思い出を脳裏に浮かべ
声高々に斉唱し、その後コミュニケーション・カ
ラオケ入りで盛り上がり、改めて「青雲の志」を
確認し継続的に且つより多くの方が参加してくれ
ることを願い散会しました。

ひさ方の集い
会長  松 野 利喜男（64 期） 

青　葉　会
幹 事  佐々木 律 成（71 期）  

むつあい美
入野会

神宮寺美入
野会

　毎年夏に総会、秋に研修会を懇親会（自己負担）付き
で開催しています。
　研修会は平成19年から、会員が「横手マンドリンク
ラブ」に所属している関係で、湧太郎國之譽ホールに
て演奏会を14回行っています。途中からは、同じく会
員がいる「美郷ジャズセッション」とダブル看板となり、
町民（入場無料）が音楽に親しむ機会を演出しています。
　コロナ禍で開催できなかった時には、校舎新築中の
母校を訪問し、事業費から生徒激励支援金（30,000 円）
を贈呈しました。引き続き予算に計上し、校長先生に
直接お渡ししており、会員からは年会費（1,200円）が生
徒に還元されていると好評です。
　もう一つの事業は、オリジナルタオルの製作で、母
校に関わる毎年違う文言をプリントし、地区委員が年

会費を徴収する際、
会員に配付していま
す。某温泉施設で使
用していたら、「私
も横高だ」と声を掛
けられたという逸話
があります。
　会員は141名で、減
少の一途を辿ってい
ますが、無料地域紙
「美郷の話題」で広告
するなど、新規会員
の掘り起こしや女性
の役員登用に取り組
んでまいります。

県庁で一番活動している同窓会
事務局  木 村  裕 介（94期）

音楽会開催とタオル製作
会　長  高 橋  邦 武（72期）

県庁美入
野会

六郷美入
野会

地
域
・
職
域
美
入
野
会

　県庁に勤務する横手高校出身者で構成する「県庁美
入野会」は、職域同窓会として、現在も活動を行って
いる唯一の同窓会です。
　庁内には、他の高校の会も複数ありますが、”県庁で
一番活動している同窓会”と自負しています。
　年会費の徴収や名簿の作成は勿論のこと、コロナ禍
で活動の縮小を余儀なくされる中、懇親会も年数回着
実に開催し、職場の垣根を越えて親睦を深めてきました。
　そんな人間関係が力を発揮するのが仕事で困った時
で、日ごろの業務では関わることのない職員同士も、「横
手高校の先輩（後輩）だから」という理由で力を貸し
てくれたり、物事が前に進むこともあったりします。
　一時期、減っていた横手高校出身の入庁者も最近は
かつてのように増えてきましたので、これからも多く
の会員ともに引き続き、県政発展のため、母校のため
に活動していきたいと思います。

▲庁内の絆の礎となっている名簿
▲母校所縁の文言が入った

オリジナルタオル

▲親睦を深めた青葉会

▲特別会員を招待した「ひさ方の集い」
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　会員にはメーリングリスト等を通じて、年間の大会日
程や試合結果、全国出場を決めた際には選手のコメント
などもお知らせしています。
　そして年に 1度、総会を開催しています。今年 1月に
は 4年ぶりに対面で開催し、監督から現在の部の状況や
高校フェンシング界の現状をうかがいつつ、各人の近況
や往年の名勝負・迷勝負等に花を咲かせる楽しい時間と
なりました。
　あと数年でフェンシング部も創部 50周年を迎えます。
さらなる飛躍に向け日々練習に励む後輩たちをこれから
も支援してまいりたいと思います。

　昭和36年の秋田国体開催に伴い、弓道競技の会場と
して横手高校に弓道場が建設され、同34年に弓道同好
会が誕生し、国体終了後の同 37 年に部に昇格したのが
弓道部の始まりです。
　平成元年に弓道部一期生の先輩方が中心になって
OB会を発足し、初代OB会長は手塚欣一さん（57 期）、
第 2代が手塚祥二さん（62 期）、そして私が 3代目の会
長を務めております。現在のOBは 400 名を超えてい
ますが、会員としてはあくまでも任意となっています。
　会の目的としては、母校並びに弓道部の発展に寄与
することが第一であり、弓道部への助成および育成指
導を主な事業として行っております。具体的には、毎年
OB会報の発行（昨年までで 26号）や年会費（社会人 2,000
円、大学生 1,000 円）・寄付金の募集、お盆の時期を中
心に年一回の現役生との交流射会の開催と助成金の贈
呈などです。近年、コロナ禍により活動休止を余儀な

　フェンシング部OB会は、30 年ほど前に設立され、
OB相互の親睦を深めつつ、現役部員の活動を支援しフェ
ンシング部の発展に寄与することを目的としています。
卒業した部員をOB会員としており、厳密な入退会の管
理はなく緩やかなまとまりではありますが、現在の会員
数はおよそ 300名に上ります。
　活動の柱は現役部員の支援です。フェンシングは道具
も備品も特殊かつ高額であり、また近時は全国規模の大
会への進出も続いています（この春の全国高校選抜大会
にも出場しました）。現役世代の負担を少しでも軽減す
べく、毎年ささやかながら支援金を贈っています。

　令和４年度大曲美入野会総会が、大仙市のグランド
パレス川端（大曲浜町）において、令和４年11月22日に
開催されました。
　概ね隔年で開催されてきた大曲美入野会も、コロナ
禍の開催見送りがあり、平成30年以来 4 年ぶりの開
催となりましたが、49名の会員とともに、美入野会佐
藤良吉会長（65 期）、当時の横手高校難波文彦校長（77
期）、神宮寺美入野会佐藤俊和会長（60 期）、六郷美入
野会高橋邦武会長（72 期）の４名の来賓にお越しいた
だきました。
　総会には決算・予算案や役員改選等の議事が諮られ、
了承されたのち、来賓の難波先生から、「横手高校・
新しい校舎へ」の演題で講演をいただきました。
　総会に参加した会
員の中には、その年
の８月に開催された
旧校舎見学会に申し
込みをした会員もお
りましたが、様々な
写真を交えて母校の
近況や新校舎のお話
を伺うことができ、
大変貴重な機会とな
りました。
　その後は同会場で
懇親会が開催されました。４年ぶりの懇親会というこ
ともあり、久方ぶりの再会を喜びつつ同窓の方々が旧
交を温め、締めの団歌・校歌を皆で歌いあげて、大い
に盛り上がる会となりました。

　いつ頃に設立されたのか、分かりませんが先輩から頂
いた昭和47年1月に作成された名簿のコピーが手元に有り
ます。それに依りますと444名の会員が在籍し、転勤され
る方もおり、国家公務員・教職員・地方公務員・銀行員・
会社員・自営業等多彩で、当時の湯沢市四役がすべて卒
業生でした。私は昭和54年に入会し約10年振りの湯沢で
すので、大先輩方を紹介して戴き、150畳の宴会場に最初
だけ、真ん中の席で次回からは末席でした。
　そして当会の目玉事業はなんと言っても、青年部主催
の親睦ゴルフコンペです。平成12年10月に参加者6名で第
1回目スタートし、現在は春・秋の年 2回になり、今年 5月
で41回となります。毎回15～20名の参加で表彰式・懇親
会はワイン・焼酎等のご芳志も有り、非常に盛り上がり
ます。コンペ自体は新新ペリアで行いますが、青年部独
自のペナルティーが有り、自主申告の数字との差±１打
200円を会費の他に徴収します。当会予算からの事業補助
金も有りますが、次回の賞品代に充てています。
　今後の課題として、名簿上は500名ですが、通信費削減
で総会案内は150人で、総会参加者が微減しています。30
代までは会費を低く設定し広く呼び掛けていますが効果

は？また、当会
では年会費千円
のお願いを総会
案内と一緒に同
封し、多数の会
員よりご協力を
戴いており、こ
の紙面をお借り
し厚く御礼申し
上げます。

隔年開催の総会
　山 﨑  哲 央（94期）

青年部主催親睦ゴルフコンペ
会 長　阿 部  和 夫（66 期）

大曲美入
野会

湯沢雄勝美
入野会

部
活
動
Ｏ
Ｂ
会

前事務局長　西 野 大 輔（90 期）

会 長　武 田 浩 一（69 期）

くされておりましたが、昨年 8月、3年ぶりに交流射会
を開催し、助成金の贈呈も行うことができました。
　また、嬉しいことに昨年秋の新人戦において、部創設
以来初めて、女子団体と女子個人で全県優勝し、東北選
抜大会と全国選抜大会に出場しました。全国選抜大会で
は、団体で決勝トーナメント進出を果たしております。
　校舎改築に伴い、
弓道場も新しく
なるとのことなの
で、今後ともOB
会として母校並び
に弓道部の発展に
微力ではあります
が寄与してまいり
たいと思っており
ます。

フェンシング部

弓  道  部

後輩たちの飛躍を支援

会報発行と交流射会・助成金の贈呈

▲交流射会での指導の様子

▲「横手高校・新しい校舎へ」の講演

▲ゴルフコンペにて笑顔の会員
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　高校時代はバレー部に所属し雄
物川高校に勝利したことが最高の
思い出です。大学では教員を目指

し、社会に出てからは外資系保険会社などで働いて
いましたが、人生とはおもしろいもので、今は秋田
県非公認ヒーロー「あーまん」という秋田犬をモチー
フにした顔がデカくて喋れるご当地キャラを2022
年からプロデュースしています。
　秋田県の人口減少を解決するというのが野望なの
ですが、まずは秋田県にお金を使ってくれる人を増
やして秋田県の予算を増や
そうと思ったのがきっかけ
です。
　個人でコツコツとやって
もスピード感や影響力が圧
倒的に足りないと思ったと
きに以前メディアで見たご
当地キャラの経済効果を思
い出しました。ご当地キャ
ラ人気のピークは2015年ま
でとよく言われますが、実
際にその世界を知ると個々

　憧れの先輩がいるという理由で
横手高校に入り、夏は死ぬほど暑
くて冬は雪がもっさり降る中、部
活三昧の日々を過ごし、最後は勉
強を頑張って東北大へ。運と気合
いだけで生きてきたなあと思う。

　そして運と気合いだけでは生きていけないと社会
に出て痛感した。私は体調を崩し働いていた広告代
理店を休職して実家に帰った。
　実家はコンビニすら高速を使わないとないような
田舎だ。することもないので祖父とその日採れた大
根や芋を池で洗って干すスローライフを送っていた。
最初の頃はいろんな嫌なことがフラッシュバック
して眠れなかったり、人と話すのが怖くなったりと
つらいことのほうが多かったが、だんだんと「暇だ
なあ」とフラットな時間が増えてきた。
　余白時間が増えて、小さい時絵を描くのが好きだっ
たことを思い出した。白い紙がなかったのでカレン
ダーの裏に落書きをした。久しぶりに楽しいと言う感
情が湧き起こった。夢中で描いた。SNSにあげてみる
と、友達が似顔絵を描いて欲しいと言ってくれた。
　それを皮切りに何人から似顔絵の依頼が入ったり、

のキャラクターの人気や影響力は年々増していたの
です。
　自治体のキャラクターではないので予算やメディ
ア露出も少ないのですが、あーまんの人を魅了する
力には自信があったのでイベントで会った人を確実
にファンにするという意識でやってきました。
　現在3年目ですが、ぬいぐるみを作りたいという
クラウドファンディングでは全国各地から180万円
以上のご支援を頂戴しました。利益の全額寄付を約
束したチャリティーグッズ販売では、昨年の秋田県

豪雨災害に約30万円、能登
半島地震に約25万円を寄付
することができました。最
近では県内企業ともコラボ
していただけるようになり、
3ヶ月で4000個売れる商品
も出てきました。
　あーまんチームの野望は
とても大きなものですが、
これを機に存在を知ってい
たただき応援していただけ
たらとても嬉しいです。

「あーまん」の野望

よりみちの先に
　　　凪（111期／湯沢市出身／本名非公表）

企業から依頼が来たり、本に載せてもらったり、個
展をさせてもらったり、想像もしていなかった世界
に飛び込むことになった。
　目標を持って、努力するのは素晴らしいことであ
る。でもその道しか見えなくなると崖っぷちにいる
ような狭く苦しいものとなってしまうのではないか。
　一旦休憩して寄り道していたら、そこで美しい花
を見つけられるかもしれない。私もまた絶望するこ
とがあったら、一度立ち止まって、四葉のクローバー
でも探してみようと思う。

胸騒ぎ 

雨とほくろ

　　　丹　尾　芳　人（106 期／横手市）

▲「あーまん」県内各地におじゃましま～す！
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　私は、東北大学の地震・噴火予
知研究観測センターで、地震や火
山の研究をしています。本年 1 月

1 日にマグニチュード (M) 7.6 の能登半島地震が
発生し、内閣府によると死者 241 名、負傷者 1,299
名、住家被害 110,287 棟など甚大な被害を被って
います。
　能登半島周辺では、近年地震活動が活発化してお
り、2007 年 3 月 に M6.9、2023 年 5 月 に M6.5
といった中規模地震のほか、2020 年 12 月以降は
今回の M7.6 大地震の震源近傍で群発地震活動（前
震・本震・余震の区別がはっきりせず、ある地域
に集中的に多数の地震が発生する現象）が顕著だっ
たため、我々のセンターでも、全国の大学等の研
究機関と共同で当該地域に臨時地震観測点を設置
するなど、観測体制を強化していたところでした。
　群発地震活動の震源域では、地下深さ約 25 km
にあった流体が約 10 km まで上昇したことを示唆
する地殻変動も観測されていました。今回の M7.6
大地震の原因となった断層の存在は、事前調査に
よって分かっており、上記の流体がこの断層の破
壊強度を弱めて大地震の発生につながることも危

惧されていましたが、現在の地震学のレベルでは、
それがいつなのかということまでは、わかりません
でした。地震の発生予測を実現するためには、断
層の強度をリアルタイムでモニタリングできるよ
うな技術の開発が必要となると考えられます。
　私は、今春 3月末で定年退職を迎えました。在職
期間中に地震や火山噴火の発生予測を実現できな
かったことには忸怩たる思いがありますが、近年の
地震学や火山学の進展には目を見張るものがあり、
後進の皆さんがその実現に向かって確実に前進し
てくれることを確信しています。

令和6年 能登半島地震について
　　　三　浦　　　哲（73期／仙台市）

▲最終講義（3月22日開催）のひとこま

つか故郷・秋田のために働きたい」との思いが叶い、
去年 8 月から NHK 秋田でアナウンス統括を務めて
います。高校時代、「法曹」を志していた私が「放送」
の世界に身を置いているなんて、おそらく高校時代
の自分が一番想像していなかったでしょう。
　多くの友人と温かい先生方に恵まれた 3 年間は、
まさに私の「原点」です。
　入学して最初の中間テストの後、「人生一度だから、
思い切って東大目指してみねが？」と声をかけてく
ださった担任の高久英夫先生。ここから私の人生が
大きく動き出したといっても過言ではありません。
　弓道部の３年間を過ごした裏山も思い出深い場所
です。弓道の技術だけでなく、人としての生き方を
説いてくださった遠藤博通先生。穏やかで誠実なお
人柄は、「自分もこうありたい」と目指す存在であ
り続けています。
　アナウンサー生活 16 年目。管理職になり、自ら取
材に出ることは少なくなりましたが、どこかで見かけ
たら気軽にお声がけください。これからも横手高校生
の活躍をお伝えできることを楽しみにしています。

　
　
　
　

　転勤で 19 年ぶりに秋田に住むこ
とになった私。真っ先に向かった
のは、改築中だという横手高校で

した。すでに校舎は新しくなり、昔の面影はありま
せんでしたが、正面入り口脇の木々が当時の雰囲気
を思い起こさせてくれました。
　2009 年に NHK に入局し、静岡・長崎を経て 6
年間、東京アナウンス室で勤務。「おはよう日本」
や「正午のニュース」のキャスターを務めました。「い

美入野が、私の原点
　　　佐　藤　誠　太（100 期／秋田市）

▲ 2019年天皇陛下即位の日の中継
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吹き抜けが特徴の図書館吹き抜けが特徴の図書館

大講堂大講堂
表紙写真撮影：高 橋  靖 彦（74 期）表紙写真撮影：高 橋  靖 彦（74 期）

教室から御嶽山を眺望教室から御嶽山を眺望

校校校校校校
舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎
管管管管管管管管管管管管

教教教教教教教教教教教教教

棟棟棟

新
校
舎
管
理
教
室
棟

第4号第4号
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入
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で
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７
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長
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が
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６
年
２
月
５
日
ご
逝
去
（
享
年
92
歳
）
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
７
代
会
長
と
し
て
在
任
中
、
平
成
20
年
の
創
立
百
十
周

年
記
念
事
業
を
実
行
委
員
長
と
し
て
統
括
さ
れ
、
美
入
野
会

と
母
校
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
生
前
の
ご
遺
徳
を
偲
び
、
衷
心
よ
り
お
悔
や
み
申

し
上
げ
ま
す
。

問い合わせ／美入野会事務局  TEL.0182-33-1720　Email:offi  ce@miirino.jp ＜事務局長  長谷山達夫（72 期）＞

※尚、変更がある場合はホームページ等でお知らせいたします。※出欠の予約はホームページからも可能です。

令和6年度　第69回美入野会総会のご案内
2024年9月7日（土）15：00～ 松 與 会 館  横手市平和町4-2ところと　き

今年度の幹事は下1ケタ6のつく卒業期の方です
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武 

茂  

礼 

治 

氏 

ご
逝
去

　

今
冬
の
秋
田
県
内
は

暖
冬
少
雪
で
、
各
方
面

に
雪
不
足
の
影
響
が
出

て
お
り
ま
し
た
。
１
月

の
平
均
気
温
は
全
26
地

点
中
15
地
点
で
観
測
史

上
最
高
と
な
り
、
記
録

的
な
暖
か
さ
と
な
り
そ

の
お
か
げ
で
各
地
の
冬

ま
つ
り
は
中
止
や
、
縮

小
で
の
開
催
と
な
り
、

地
元
に
住
み
暮
ら
す
者

と
す
れ
ば
雪
国
の
大
変

さ
を
別
の
角
度
か
ら
体

験
出
来
ま
し
た
。

　

４
月
に
は
本
校
も

２
４
４
名
の
新
入
生
を
迎

え
、
新
年
度
を
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
が
、
新
入

生
の
み
な
ら
ず
在
校
生

に
は
何
事
に
も
チ
ャ
レ

ン
ジ
精
神
を
持
っ
て
頑

張
っ
て
も
ら
い
た
い
で

す
。

　

実
は
私
の
子
供
も
本

年
か
ら
横
手
高
校
に
ご

縁
を
頂
き
後
輩
に
な
り
、

久
し
ぶ
り
に
校
歌
を
聞

い
て
感
慨
深
い
想
い
に

な
り
ま
し
た
。

　

今
回
も
発
行
に
あ
た

り 

ご
協
力
い
た
だ
い
た

会
員
の
皆
様
、
関
係
各
所

の
皆
様
に
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
と
共
に
、
今

後
も
美
入
野
会
の
運
営

に
ご
協
力
い
た
だ
く
こ

と
を
お
願
い
申
し
上
げ
、

編
集
後
記
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。 

（
佐
藤 

慶
太
・
90
期
）

　◇会費納入状況について

　◇令和5年度 年会費納入のお願い（会計年度：令和5年８月～令和6年７月）

令和4年度
￥1，472，000

令和5年度
￥140，000

令和6年度
￥66，000

令和7年度
￥16，000

令和8年度
￥960，000

寄　附　金
￥40，000

合 　計
￥2，694，000

合計納入会員数と納入金額、多年度納入者が大幅に減少しています。望ましいのは単年度納入者の大幅増です。

　さて、美入野会の運営は、その財政基盤のほとんどを会員の皆さまの年会費に依存しております。円滑な活動を推進するため、
令和5年度の年会費納入にご協力賜りますようお願い申し上げます。（事業内容の詳細は、ホームページをご覧ください）

●年会費納入額
　２，０００円（多年度分納入可、５か年度分までとします）
●納 入 期 日
　令和６年６月３０日（日）まで
●振　込　先
　◎北都銀行　横手支店
　　店番号　０６１　口座番号（普通）８１４２５５４

　　秋
アキ

田
タ

県
ケンリツヨコ

立横手
テ

高
コウトウガッコウ

等学校美
ミ

入
イリ

野
ノ

会
カイ

　◎ゆうちょ銀行（名称を簡潔にしました）
　　口座記号番号　００１００－３－６７４２８８
　　口座名称（漢字）美入野会　（カナ）ミイリノカイ
　　（尚、振込手数料はご負担下さいますようお願い致します）
　※ご氏名の前にご自身の卒業期を記入して下さい
　　（例）　１００キ　ミイリノタロウ

※多年度納入の会員の皆様にも振込用紙が同封されておりま
　すが、作業が繁雑になりますのでご了承をお願い致します。
※会則の通り、卒業後４年以内（117～120期）及び～59期の
　会員からは年会費をいただきませんので、会費納入は必要
　ありません。お間違えのないよう宜しくお願いいたします。
※会則第６章　会計　（収入）
　第16条　本会の収入は、入会金、年会費、寄付金、預金利子
　その他をもって充てるとなっており、控除対象では有りま
　せんが色々な形でご協力をお願い致します。

この会報は皆様の会費で製作発送を行っております。

￥2，000
736人

￥4，000
35人

￥6，000
１１人

￥8，000
２人

￥10，000
９６人

合 　計
８８０人

年 度 別

金 額 別 令和3年度よりの繰越金
￥4,464,541

昨年度合計

氏名、住所等の変更があった場合は、美入野会HP「名簿変更届け」フォームから入力ください。
また事務局への電話、FAX、メールでも受付けます。                              ※こちらから▶

会員名簿データの
変 更 は HP か ら

￥3，016，000

　令和6年3月1日、今年度第120期生の美入野会入会式を開催しました。全日
制は午前中、新校舎大講堂を会場に218名、定時制は午後、青雲館を会場に26名
の卒業生を迎え、佐藤会長の歓迎と激励の挨拶の後、記念品として校章入り
マグボトルとハンカチを贈呈しました。
　入会を心から歓迎し、今後の活躍を祈念いたします。
　当日全日制には阿部副会長、長井副会長、東海林副会長、下タ村副会長が、
定時制には長井副会長、東海林副会長がそれぞれ列席しました。
　第120期生の卒業により、母校の卒業生の総数は2万8千人余りとなりました。

第120期生  美入野会入会式

▲全日制代表は近江雄哉さん ▲定時制代表は髙橋櫻花さん

　「美入野会49期の会」より、寄附金（49,073円）
を頂戴いたしました。
　有難くお受けし会長よりお礼状を発送しま
した。心より御礼を申し上げます。

ありがとうございました


